
一般会計の収入と支出の内訳を細かく見てみよう

　『国・道支出金』は、
いぶり中央漁業協同組合
が行う水産鮮度保持施設
の整備を支援するため、
補助事業を活用したこと
などにより、前年度に比
べ4.5億円の増加となり
ました。

　『市債』は、鷲別小学
校建替事業費の減などに
より、前年度に比べ3.9
億円の減少となりました。

　『民生費』は、特別養
護老人ホームの整備費用
の一部を助成したほか、
子ども・子育て支援法に
基づき、教育・保育の給
付を行ったことなどによ
り、前年度に比べ6.6億
円の増加となりました。

　『教育費』は、鷲別小
学校建替事業費の減など
により、前年度に比べ
9.4億円の減少となりま
した。

支出
総務費
9.2億円

民生費
78.6億円

土木費
20.8億円

38.0㌫

6.6㌫

12.6㌫

10.1㌫

17.3㌫

11.0㌫
4.4
㌫

教育費
13.6億円

公債費
26.0億円

給与費
35.8億円

206.8
億円

その他
22.8億円

収　入

支　出

用語

用語

■市税　市民税、固定資産税、軽自動車税、入湯税などの市に納める税金　■地方交付税　人口や市税収入など
に応じて国から交付されるお金　■国・道支出金　特定の事業に対し、国や北海道から交付されるお金　■市債　
国や金融機関から借り入れたお金

■総務費　市の全般的な管理などに使うお金　■民生費　高齢者や子どもなどの福祉のために使うお金　■土木
費　道路や市営住宅などの整備や維持に使うお金　■教育費　児童・生徒の教育、学校の整備や運営などに使う
お金　■公債費　借金の返済に使うお金　■給与費　職員に対する給料や手当などのお金

▲�氷不足の解消を図る『製
氷・貯氷施設』（登別漁
港内）

▲�市内初となる地域密着型
の『特別養護老人ホーム』

▲�建替工事が完了した『鷲
別小学校』

▲�子どものための教育・保
育給付を開始

市税
51.8億円

地方交付税
56.8億円

26.7㌫24.8㌫

8.6㌫

15.5㌫
24.4㌫

国・道支出金
52.5億円

市債
18.4億円

212.5
億円

収入
その他
33.0億円

平成29年度の収入額は、前年度に比べ0.8億円減の212.5億円

平成29年度の支出額は、前年度に比べ1.7億円減の206.8億円

解説します

解説します
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